
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 熊本大学 
設置者名 国立大学法人熊本大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学部 

総合人間学科 
夜 ・

通信 

５４ 

３３ 

２２ 109 

１３ 

 

歴史学科 
夜 ・

通信 
２２ 109  

文学科 
夜 ・

通信 
－ ８７  

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報学科 
夜 ・

通信 
１８ 105  

教育学部 

小学校教員養成課程 
夜 ・

通信 
－ ２０ ７４ 

１３ 

 

中学校教員養成課程

（国語） 

夜 ・

通信 

６ 

１２ ７２  

中学校教員養成課程

（社会） 

夜 ・

通信 
２４ ８４  

中学校教員養成課程

（理科） 

夜 ・

通信 
３ ６３  

中学校教員養成課程

（音楽） 

夜 ・

通信 
１６ ７６  

中学校教員養成課程

（美術） 

夜 ・

通信 
４ ６４  

中学校教員養成課程

（技術） 

夜 ・

通信 
１０ ７０  

中学校教員養成課程

（家庭） 

夜 ・

通信 
１８ ７８  

中学校教員養成課程

（英語） 

夜 ・

通信 
１４ ７４  

特別支援教育教員養

成課程 

夜 ・

通信 
－ ２２ ７６  

養護教諭養成課程 
夜 ・

通信 
－ ４４ ９８  



  

法学部 法学科 
夜 ・

通信 

５４ 

２８ － ８２ １３  

理学部 

理学科数学コース 
夜 ・

通信 

１ 

－ ５５ 

１３ 

 

理学科物理学コース 
夜 ・

通信 
－ ５５  

理学科化学コース 
夜 ・

通信 
９ ６４  

理学科地球環境科学

コース 

夜 ・

通信 
１１ ６６  

理学科生物学コース 
夜 ・

通信 
２３ ７８  

医学部 

医学科 
夜 ・

通信 

－ 

155 209 １９  

保健学科看護学専攻 
夜 ・

通信 
109 163 

１３ 

 

保健学科放射線技術

科学専攻 

夜 ・

通信 
５２ 106  

保健学科検査技術科

学専攻 

夜 ・

通信 
３１ ８５  

薬学部 

薬学科 
夜 ・

通信 
－ 

３２ ８６ １９  

創薬・生命薬科学科 
夜 ・

通信 
８ ６２ １３  

工学部 

土木建築学科 
夜 ・

通信 

－ 

１６ ７０ 

１３ 

 

機械数理工学科 
夜 ・

通信 
６ ６０  

情報電気工学科 
夜 ・

通信 
８ ６２  

材料・応用化学科 
夜 ・

通信 
２ ５６  

物質生命化学科 
夜 ・

通信 
－ ５４  

マテリアル工学科 
夜 ・

通信 
－ ５４  

機械システム工学科 
夜 ・

通信 
－ ５４  

社会環境工学科 
夜 ・

通信 
－ ５４  

建築学科 
夜 ・

通信 
－ ５４  

情報電気電子工学科 
夜 ・

通信 
－ ５４  

数理工学科 
夜 ・

通信 
－ ５４  

（備考））以下の学科は、教育課程が変更途上である。 

【工学部】 



  

「土木建築学科」、「機械数理工学科」、「情報電気工学科」、「材料・応用化学科」 

は１～３年次、「物質生命化学科」、「マテリアル工学科」、「機械システム工学科」、 

「社会環境工学科」、「建築学科」、「情報電気電子工学科」は、４年次のみ学年 

進行中。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
下記の WEB シラバスより、項目「実務経験を活かした授業」において「該当」を選 

択して「検索」 

http://syllabus.kumamoto-u.ac.jp/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 熊本大学 
設置者名 国立大学法人熊本大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/yakusyokuin 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 
国立大学法人金沢大学 

理事・副学長 

2018.4.1 

～ 

2021.3.31 

財務・施設 

非常勤 
社会福祉法人慈愛園 理 

事長 

2019.4.1   

～ 

2021.3.31 

共生社会福祉 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 熊本大学 

設置者名 国立大学法人熊本大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

・授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準等を入力でき、Learning 

Management System(LMS)とも連動するシラバスシステムを構築し、全学的に授業 

計画を前年度末までに作成、学内外からアクセス可能な Web サイトにおいて４月 

から公表している。 

・全学部において、「学生が見て分かりやすいか」を念頭に、「授業の目的」、「到達 

目標」、「各回の授業内容と事前・事後学修」に主眼をおいたシラバスチェックを 

行い、全学の FD 委員会に実施報告書を提出することとしており、前年度のチェッ 

ク結果を翌年度のシラバス作成に反映させることで、継続的なシラバスの改善に 

努め、本学の教育の質の向上に資している。 

授業計画書の公表方法 
Web サイト 

http://syllabus.kumamoto-u.ac.jp/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
全学を通しての厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について、以下の通り定め、

学内外からアクセス可能な Web サイトにて公表している。 

 

〇厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken 

 

特に、成績評価の区分及び公表については以下の通り（一部抜粋） 

〇成績評価の区分 

（1） 成績評価は 5 段階による評価区分とし、合格は秀（100 点～90 点）、優（89 点

～80 点）、良（79 点～70 点）、可（69 点～60 点）と表示し、不合格は不可

（59点～0 点）と表示する。 

（2） 秀・優・良・可の区分については、成績分布の著しい偏在に留意するものとす

る。特に秀・優については合わせて 30％以内を目安とし、厳格で客観的・公正

な成績評価に努めるものとする。 

（3） 共通科目・同一名称科目（語学・理系基礎科目等）の成績評価の基準・方法に

ついては、担当教員間で充分に協議をして設定するものとする。 



  

〇成績評価方法の公表 

（1） 成績評価の基準・方法については、年度当初に授業計画書で公表するものとす

る。 

（2） 期末試験だけによる評価でなく、小テスト、レポート、ディスカッション、授

業への参加度等も含めた総合評価に努め、評価要素ごとに評価割合を明示する

（例：試験 80%、ディスカッション 20％）。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

学内外からアクセス可能な以下の Web サイトにて、GPA の算定について公表してい 

る。 

 

〇GPA の算定について 

http://hqac.kumamoto-u.ac.jp/activity/images/GPA.pdf 

 

・ 全学共通の GPA の算定方法を定め、当該方法に従って算出した GPA を学修成果可 

視化システムにより学生、教員が把握できる仕組みを構築している。 

・ 全学の FD 委員会において、学期毎に成績の分布状況の分析を行い、各学部に分析 

結果をフィードバックしている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
Web サイト 

http://hqac.kumamoto-u.ac.jp/activity/images/GPA.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

以下の通り、全学及び各学部における卒業の認定に関する方針を定め、学内外から 

アクセス可能な Web サイトで公表し、適切に実施している。 

 

○ 熊本大学の教育目標に鑑み、所定の単位を修得し、以下の資質・能力を身に付け 

た者に学士の学位を授与します。 

・ 深い教養と高い専門性を基に我が国や国際社会の発展に貢献（寄与）するための 

論理的な思考ができる。 

・ 多様な文化や価値観を持った人々と知性的なコミュニケーションを取ることが 

できる。 

・ 社会情勢の変化を理性的に察知し、社会の抱える課題解決に自らの専門力を応用 

できる。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum 

/gakusikatei 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 熊本大学 

設置者名 国立大学法人熊本大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.kumamoto-

u.ac.jp/daigakujouhou/jouhoukoukai/zaimu 

収支計算書又は損益計算書 
https://www.kumamoto-

u.ac.jp/daigakujouhou/jouhoukoukai/zaimu 

財産目録 対象外 

事業報告書 
https://www.kumamoto-

u.ac.jp/daigakujouhou/jouhoukoukai/zaimu 

監事による監査報告（書） 
https://www.kumamoto-

u.ac.jp/daigakujouhou/jouhoukoukai/zaimu 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：令和 2年度計画    対象年度：令和 2（2020）年度） 

公表方法：Webサイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/hyouka/mokuhyou_keikaku 

中長期計画（名称：第三期中期計画    対象年度：H28 年度～H33年度） 

公表方法：Webサイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/hyouka/mokuhyou_keikaku 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/hyouka 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/hyouka 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 文学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/gaiyo/mokuteki） 

（概要） 

文学部は、豊かな教養と人文・社会科学に関する深い専門的知識を有し、創造的知性を 

もって自ら課題を発見し解決する実践的な能力及び現代社会に必要なグローバルな視野と 

市民的公共心を備え、もって社会に貢献できる人材を育成することを目的とします。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

      https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/vp1baw） 

（概要） 

文学部は、学士課程教育において、「幅広く豊かな教養と人文・社会科学に関する確か 

な専門的知識を有し、創造的な知性を持って自ら課題を発見し解決する実践的な能力およ 

び２１世紀を生きる人間に必要なグローバルな視野と市民的公共心を備え、社会に貢献で 

きる」人材の育成を目標としています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成 

すべく編成・実施された教育課程を学修し、所定の単位を取得した人に学士（文学）の学 

位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/vp1baw） 

（概要） 

文学部は、現代の人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、人間の言語・文化のあり方 

を論理的に分析できる人材、情報コミュニケーションのエキスパート兼リーダーを養成す 

るために、各学科・コースの学問体系を基盤とした教育課程を編成しています。3・4 年次 

には、高度な専門的授業科目を置き、将来の進路に即した科目履修を保証するように編成 

しています。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/vp1baw） 

（概要） 

文学部では次のような人を求めます。 

・ これまでに幅広く学習に取り組み、本学部の授業を受けることができる学力を有する 

人。 

・ 人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、人間の言語・文化のあり方、情報コミュニケ 

ーションのあり方、現代社会の課題解決に関心が高い人。 

・ 専門的知識の習得に意欲をもち、習得した知識・能力を将来の進路に活かそうとする 

意欲が高い人。 

 

 

 

 

 



  

学部等名 教育学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/gaiyo/mokuteki） 

（概要） 

教育学部は、広い視野と深い教養をもった豊かな人間性を基盤とした教員の養成と地域 

社会における生涯学習等の指導者の養成のため、教員や地域社会の指導者として必要な基 

礎的・専門的な知識・技術を修得させ、併せて主体的な課題探求能力を育成することを目 

的とします。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/4qes79） 

（概要） 

教育学部は、学士課程教育において、「広い視野と深い教養をもった豊かな人間性を基 

盤とした教員の養成と地域社会における生涯学習等の指導者の養成のため、教員や地域社 

会の指導者として必要な基礎的・専門的な知識・技術を修得させ、併せて主体的な課題探 

究能力を育成する」ことを目的としています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果 

を達成すべく編成・実施された教育課程を学修し、所定の単位を修得し、以下の資質・能 

力を身につけた者に、学士の学位を授与します。 

・ 発達途上にある子どもたちを専門的立場から理解し、実践的に指導することができる。 

・ 現代的教育課題に関する専門的知識をもとに、課題を分析し解決することができる。 

・ 教育上の諸問題を広い視野で多面的に捉え、協働しながら解決していくコミュニケー 

ションができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/4qes79） 

（概要） 

教育学部は、学士課程教育において、「広い視野と深い教養を持った豊かな人間性を基 

盤とした教員と地域社会における生涯学習等の指導者の養成のため、必要な基礎的・ 専門 

的な知識・技術を修得させ、併せて主体的な課題探究能力を育成する」ための教育を提供 

しています。各教育課程では、以下の方針に基づき教育カリキュラムを編成しています。 

・ 教員に求められる資質能力を高めるために、教職に関する科目、教科に関する科目等 

から総合的に学修することができる。 

・ 各専攻ごとに、専門的内容について体系的、段階的、個別的にバランスよく学修するこ 

とができる。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/4qes79） 

（概要） 

教育学部は、小学校教員、中学校教員、特別支援教育教員、養護教諭の養成を目的とし 

ています。各教育に関わる教科専門の指導力及び生活指導や教育方法等の教職専門の理論 

と技術を修得し、地域的及び国際的な視野を持ち、豊かな教養と高度の実践的指導力を備 

えた教員の養成を目標としています。以上のような人材養成の観点から、次のような人を 

広く求めます。 

1. 教員を目指す強い意志と情熱を持ち、教育に関わる諸問題解決に真摯で意欲的な取 

り組みができる人 

2. 自ら学ぼうとする学習意欲があり、高等学校までの教科（例えば国語・数学・外国語 

等）の基礎的知識・技能を活用して問題を解決できる能力を持つ人 

3. 子どもの教育と社会的活動に幅広い興味と関心を有する人 



  

4. 必要なコミュニケーション能力と協調性を備えている人 

教育学部では、大学入学までに身につけておくことが期待される資質・能力として、子 

どもの教育に対する幅広い関心と情熱、論理的思考力、コミュニケーション能力を重視し 

ています。 

 

学部等名 法学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/gaiyo/mokuteki） 

（概要） 

法学部は、法的及び政策的知識を基盤として、社会に生起する具体的問題を解決しうる 

基礎的能力を育成することを目的とします。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hrq7up） 

（概要） 

法学部は、学士課程教育において、法的にまたは政策的に「考える力」、「表現する力」、 

「議論する力」を用いて、社会に生起する具体的問題を解決しうる基礎的能力を有する人 

材の育成を目的としています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編 

成された教育課程を学修し、所定の単位を修得したものに、本学の学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hrq7up） 

（概要） 

法学部の教育は、具体的には以下のような能力の育成を目指しています。 

1. 少人数の演習や双方向的授業を通じて得られる、法的ないし政策的に「考える力」・ 

「表現する力」・「議論する力」の育成 

2. 法と政策の双方向から、現実の社会に生起する問題に対応しうる基礎的能力の育成 

3. 法的な考え方と政策的な考え方の基本を理解した上で、法的思考や政策的思考の社 

会的な役割と限界を認識する力の育成 

4. 幅広い視野と総合的判断力をもって、法的ないし政策的な考え方それ自体を批判的 

に認識する能力の育成 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hrq7up） 

（概要） 

地方中核大学の法学部として情報化・国際化・高齢化などが進む 21 世紀において地域

社会・国際社会に貢献できる個性ある学部づくりを目指す本学部は、４年一貫の少人数教

育を重視するとともに、学生の主体的・積極的な学習を大切にするカリキュラムを提供し

ています。 

このような観点から、本学部は、次のような能力・資質をもった人を求めています。 

1. 法学・政治学・経済学を学ぶ上で必要となる中等教育についての幅広い基礎学力をも 

っている人 

2. 他者・社会・公共への関心をもち、他人の異なった意見に謙虚に耳を傾ける人 

3. 自分の頭で柔軟かつ論理的にものを考え、率直に議論・対話できる人 

4. 公正・公平を追求する心、地域的および国際的な感覚をもっている人 



  

5. 社会や公共、とりわけ自らが生まれ育ち又は生活する地域社会における諸問題に対し

て、広範な知見の収集、他者との議論や対話を通じて解決策の提示を行う意欲のある人 

 

法学部では幅広い基礎学力に関して、以下のように考えています。 

法学部の教育目的は「社会に生起する具体的問題を解決しうる基礎的能力を育成する」 

ことにあります。現代社会は多様で複雑であり、そこに生起する問題もまた多様で複雑で 

す。入学後そのような諸問題に対する関心を有し深めてゆくには、高校段階で受験科目か 

どうかにかかわらず、文系科目全般をはじめ理系科目や実技系科目などにも興味を有して 

いることが望まれます。 

 

学部等名 理学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/gaiyo/mokuteki） 

（概要） 

理学部は、自然科学に対する幅広い知識と理解、および、豊かな創造性と国際性を

持ち、課題探求能力を備え、科学立国及び地域文化の創造に貢献できる人材を養成す

ることを目的とします。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/i4r0nh） 

（概要） 

理学部は、学士課程教育において、「自然科学に対する幅広い知識と理解および豊

かな創造性と国際性を持ち、課題探求能力を備え、科学立国及び地域文化の創造に貢

献できる」人材の育成を目的としています。この目的を達成するため、主に 1，2 年次

で実施される学部共通教育および５分野の特性を活かした専門教育を実施していま

す。さらに、各分野での教育では、「自然科学の特定分野への深い専門性を持ち、得ら

れた真理を簡潔かつ多彩に表現できる人材の育成」を目指しています。このことを踏

まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程を学修し、所定

の単位を修得した者に、本学部の学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/i4r0nh）              

（概要） 

理学部理学科のディプロマ・ポリシーを踏まえて、次のような人材の育成を目指してい 

ます。 

1. 自然科学に関して広くバランスのとれた知識や思考法および実験・観察の技能を身 

につけた有能な人材 

2. 国際社会における新しいさまざまな課題に積極的に立ち向かうことのできる人材 

3. 高い学修意欲を持って理学におけるスペシャリストをめざす人材 

そのため、以下に挙げる体系性、段階性、個別化（進路への対応）をもとにカリキュラ 

ムを編成しています。 

 

体系性：自然科学に対する幅広い知識と理解のための１・２年次（学士前期）共通カリキ 

ュラムを基盤に、３・４年次（学士後期）では専門性を深めるためのカリキュラムを各分 

野（コース）において編成しています。 

 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って発展的な科目を学修するよう編成しています。 

また、人間力、コミュニケーション能力、自己管理能力、倫理観を身につけることを目的 



  

とした、「教養科目」、「外国語科目」、「情報科目」などは１・２年次に履修し、３年次 

以降の各分野での専門教育の礎になるようにしています。 

 

個別化（進路への対応）：学年に従い学修を深化させるように、授業科目を配置し、個々 

の履修コースの目的である将来の進路に即した科目履修を保証するよう編成しています。 

豊かな創造性や課題探求能力の涵養のため、実験や実習、演習などの能動的な授業を重視 

します。更に、国際性や表現力なども含め、人材育成の質保証のために卒業研究を必修と 

しています。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/i4r0nh） 

（概要） 

理学部では数学と理科の各分野について幅広い興味と理解を有し、自然科学の諸課題に 

対し意欲的にチャレンジでき、多角的な視点から忍耐強く真理の探究ができる次のような 

人を求めています。 

1. 物事の本質を見極めたいという強い意志を持った人 

2. 論理的思考ができる人 

3. 豊かな感性と洞察力を有する人 

4. 野外調査や長時間に及ぶ実験等に対し、忍耐強く取り組める人 

5. 広い視野をもち、応用力、実践力のある人 

6. わが国の理学研究の発展に貢献したいという意志をもった人 

7. 複数の学問にまたがる学問領域にも失敗を恐れず果敢に挑戦できる人 

8. 国際的に活躍する意欲のある人 

 

学部等名 医学部医学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/gaiyo/mokuteki） 

（概要） 

医学科は、医学及び関連領域における社会的な使命を強い倫理観をもって達成するため 

に必要な科学的で独創性に富む思考力と人間性とを涵養させつつ、医師として必要な基本 

的知識、技量を修得させ、生涯にわたって自己研鑽を積むことのできる人材を育成するこ 

とを目的とします。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/znmvp） 

（概要） 

熊本大学医学部医学科の使命を達成するため、「熊本大学医学部医学科教育成果」を定 

めています。7 つのコア教育成果（大項目、A. 豊かな人間性、B. 基本的診療能力、C. 自 

己研鑽とプロフェッショナリズム、D. チーム医療と信頼される医療の実践、E. 医科学研 

究、F.国際的視野、G. 地域医療と社会貢献）とそれぞれの下位に属する総計 50 の教育成 

果（小項目）を獲得するために編成された教育課程を学修し所定の単位を取得、これら教 

育成果を獲得した者に学士（医学）の学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/znmvp） 



  

（概要） 

熊本大学医学部医学科の使命を達成するため、医学科学生が卒業する際に獲得している 

べき能力を明文化した「熊本大学医学部医学科教育成果」を定めています。これは、7 つ

のコア教育成果（大項目、A. 豊かな人間性、B. 基本的診療能力、C. 自己研鑽とプロフェ

ッショナリズム、D. チーム医療と信頼される医療の実践、E. 医科学研究、F. 国際的視野

G.地域医療と社会貢献）と、それぞれの下位に属する総計 50 の教育成果（小項目）からな

ります。医学科ではこれら教育成果を学年進行に応じて段階的に学修し、卒業時にはすべ

ての教育成果を獲得できているようにカリキュラムを編成しています。 

 

体系性：教育成果を獲得するため、各分野の学問体系に従った教育課程をバランスよく編 

成しています。 

 

段階性：学年進行に従って段階的に教育成果を獲得できるよう編成しています。 

 

個別化（進路への対応）：教育成果を獲得することにより、臨床医だけでなく医学研究者 

や医療行政担当者まで、様々な進路に対応できるようになっています。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/znmvp）                   

（概要） 

熊本大学医学部医学科の使命を達成するために、医学部医学科では、次のような人を求 

めています。 

1. 病める人たちやその家族の気持ちを理解できる人 

2. チーム医療の中心的役割を果たすための優れた協調性を持つ人 

3. 地域医療に関心を持ち、地域住民の健康増進に貢献する意欲を持つ人 

4. 科学的探究心が旺盛で、国際的視野で医科学研究を展開する意欲に溢れる人 

5. 社会に対する幅広い視野を有し、地域や国際社会における保健医療や福祉に深い関心 

を持つ人 

6. 日々進歩する医学や医療の最新知識を吸収できる基礎学力を持ち、生涯にわたって自 

己学習を継続できる人 

 

学部等名 医学部保健学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/gaiyo/mokuteki） 

（概要） 

保健学科は、生命や人間の尊厳に基づく心豊かな教養及び高度な専門的知識・技術を備 

え、チーム医療のスタッフとして活動し、地域や国際社会に貢献できる資質の高い医療技 

術者・研究者・教育者を育成することを目的とします。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/znmvp）                      

（概要） 

保健学科は、学士課程において、「命の尊さを深く認識するとともに、豊かな教養と人 

間性に裏付けられた倫理観および確かな専門知識と技術を基礎に、医療技術の進歩や情報 

化に即応して、チーム医療に対応できる医療人、ならびに社会、医療を取り巻く環境の変 

化に対応し、地域に根ざし、かつ国際的視野で健康の保持増進や生活の質向上、疾病の予 

防や環境問題に取り組むことのできる医療人の育成」を目的としています。 



  

このことを踏まえ、各専攻が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程を 

学修し、医療従事者、教育・研究者として必要とする専門分野において所定の単位と資質 

を取得した者に学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/znmvp） 

（概要） 

保健学科は、学士課程の目的である「命の尊さを深く認識するとともに、豊かな教養と 

人間性に裏付けられた倫理観および確かな専門知識と技術を基礎に、医療技術の進歩や情 

報化に即応して、チーム医療に対応できる医療人、ならびに社会、医療を取り巻く環境の 

変化に対応し、地域に根ざし、かつ国際的視野で健康の保持増進や生活の質向上、疾病の 

予防や環境問題に取り組むことのできる医療人の育成」を達成するために、以下の方針に 

基づき教育カリキュラムを編成しています。 

 

体系性：各分野の学問体系を基盤とし、国家資格取得に必要とする科目群をバランスよく 

学修できるように教育課程を編成しています。 

 

段階性：基礎的な科目により幅広い知識を修得し、学年進行に沿って応用的・発展的なら 

びに実務的な科目を学習できるよう編成しています。 

 

個別化（進路への対応）： 各年次に各専攻分野を構成する専門的な授業科目を置き、将来 

の進路に則した科目履修を保証するように編成しています。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/znmvp） 

（概要） 

保健学（看護学、放射線技術科学、検査技術科学）の発展を担い、広く社会に貢献でき 

る資質の高い医療者・研究者・教育者を育成するために、保健学科では次のような人を求 

めています。 

1. 看護職（看護師、保健師、助産師）並びに診療放射線技師、臨床検査技師という職業に 

魅力を感じ、専門分野において地域貢献するとともに、国際的な広い視野で物事を考 

え、活躍する意欲と熱意のある人 

2. 人間に対する尊厳の念を持ち、多様な価値観を受け入れる寛容さと優れた協調性を備 

えた人間性豊かな人で、医療における高い倫理観とマナーを育んでいける資質を持っ 

た人 

3. 高等学校までの履修科目の基礎事項を理解した上で、国語、外国語とともに 2 科目以 

上の理科（生物、化学、物理）において優れた学力を有する人 

4. 高等学校までに自らの目標に基づいて取り組んだ経験やクラブ活動あるいは生徒会活 

動、ボランティア活動等の経験を有し、様々な社会環境を受け入れることができる豊 

かな人間性を持った人 

5. 専門分野の知識や技術に興味・関心を持って学び、実験や臨地実習においても真摯な 

態度で自らの課題を設定して問題解決し、新しい分野にも積極的に取り組んでいくフ 

ロンティア精神を持った人 

6. 協調性に富み、チーム医療の一員としてお互いの仕事を尊重しつつ協同的に働き、専 

門分野における役割・機能の責務を果たし、指導的役割を担える資質を有する人 

7. 科学的探求心と積極的学習意欲を備え、学部卒業後は専門職業人や教育者・研究者と 

しての能力を高め、指導的立場に立って社会貢献しようという意欲のある人 

 

 



  

学部等名 薬学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/gaiyo/mokuteki） 

（概要） 

薬学部は、薬学は医療を通じて人類の健康に貢献する総合科学であるとの理念の下に、 

薬剤師の職能及び医薬品の創製・保健衛生にかかわる基本知識を修得させるとともに、生 

命科学を基盤とする高度の“薬学的”思考力と倫理観を備えた創造性豊かな人材を育成す 

ることを目的とします。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/ka5diz）                      

（概要） 

薬学部は、「薬学は医療を通じて人類の健康に貢献する総合科学である」との理念の下 

に、薬剤師の職能および医薬品の創製・保健衛生に関わる基本知識を習得させるとともに、 

生命科学を基盤とする高度の“薬学的”思考力と倫理観を備えた創造性豊かな人材を育成 

することを目的としています。 

このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程を学

修し、所定の単位を取得したものに本学部の学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/ka5diz） 

（概要） 

体系性：各分野の学問体系に従った教育課程を編成しています。 

 

段階性：低学年次で基礎科学的科目を学修し、徐々に薬学的応用科目へと遷移し、高学年 

次では高度な薬学的実践科目が学修できるように編成しています。 

 

個別化（進路への対応）：３年次より研究室配属を行い、個々の特性に応じた高度な学習 

が可能なように編成しています。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：Web サイト  

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/ka5diz） 

（概要） 

薬学部では、"薬学は医薬を通して人類の健康に貢献する総合科学である"との理念のも 

と、医薬品の創製・生産・管理、環境・保健衛生及び薬剤師の職務等に関わる基礎知識を 

習得させ、生命科学を基礎とする高度な創薬・育薬研究能力と倫理観を備えた創造性豊か 

な人材を育成することを目指しています。将来の薬学を担う人材を育成するため、本学部 

では次のような人を求めています。 

・ "くすり"に関わる職業に魅力を感じ、自らその仕事に携わりたいという希望や意欲を 

有する人 

・ 困難を克服する精神力や生命に対する倫理観、マナーを育んでいける人 

・ 高等学校までの履修科目の基礎事項を理解し、その上で、化学、物理、生物の一つある 

いは複数の科目において特に優れた力を有する人 

・ 情報収集、情報発信、コミュニケーションの手段としての情報科学や外国語能力の向 

上のための努力を持続できる人 

・ 高等学校までにクラブ活動、生徒会活動およびボランティア活動など様々な活動に参 

加したり、あるいは自らの目標や考えの基に何かに取り組んだり、趣味を楽しんだり 



  

した経験を有する人 

・ 学部卒業後は、薬学の様々な領域で指導的立場に立って社会に貢献しようという意欲 

を有する人 

 

学部等名 工学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/gaiyo/mokuteki） 

（概要） 

工学部は、社会と科学技術の関わりについての幅広い見識と豊かな専門知識を備え、人 

間社会と地球環境との共生の実現を指向しながら、社会の持続的発展を技術面から支える、

人間性豊かな人材の育成を目的とします。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/ds7yff）                       

（概要） 

工学部は、学士課程教育において、社会と科学技術の関わりについての幅広い見識と豊 

かな専門知識を備え、人間社会と地球環境との共生の実現を指向しながら、社会の持続的

発展を技術面から支える、人間性豊かで、グローバル社会で活躍する人材の育成を目的と

しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教

育プログラムを学修し、所定の単位を取得した者に、本学部の学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/ds7yff）  

（概要） 

工学部は、分野別の到達目標を備えた国際的に通用する教育プログラムを用意し、1 年 

次に工学部共通の工学基礎科目、学科共通の最も基礎的な学科基盤科目を配置して基礎教 

育を終えた後に、2 年次から専門分野へ配属し、高学年でそれぞれの専門分野の専門科目 

を体系的に学ぶことにより、社会に貢献できる技術者・教育者・研究者を育成します。 

 

体系性：工学部の学位授与方針に基づく国際的に通用する教育プログラムのもと，体系的 

に学修できるカリキュラムを編成しています。 

 

段階性：学年進行に沿って基礎的な科目から応用的・発展的な科目を段階的に学修できる 

カリキュラムを編成しています。 

 

個別化（進路への対応）：分野別到達目標に沿った基礎から応用までの豊富な専門科目を 

提供することにより，各自の幅広い選択に対応した学修ができ，進学、就職のいずれの進 

路にも対応できるカリキュラムを編成しています。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：Web サイト 

 https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/ds7yff）  

（概要） 

工学部は、優れた資質や能力、高度な専門性を備えた技術者及び研究者を養成するとと 

もに、高度な科学技術の提供により人類の福祉と文化の進展、自然との共生に寄与します。 

あわせて、工学研究の推進や先端科学技術の開発によって工学の進歩、地域・産業界の発 

展に貢献することを目指しています。このため、工学部では次のような人を求めます。 

1. 明確な目標を持って主体的に考え、自ら行動できる人 



  

2. 工学を学習するのに必要な基礎学力（特に、数学、理科）を持っている人 

3. 社会性やコミュニケーション能力を備えている人 

4. 人類の幸福・福祉や自然との共生に関心を持っている人 

5. グローバル社会で活躍する意欲を持っている人 

6. ものづくりに関心を持っている人 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/teiinsu/index 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 9人 － 9人 

大学院教育学研究科 － 23人 28人 1人 0人 0人 52人 

大学院人文社会科学研究部 － 49人 59人 3人 0人 1人 112人 

大学院先端科学研究部 － 80人 73人 1人 33人 0人 187人 

大学院生命科学研究部 － 76人 45人 14人 94人 0人 229人 

大学院 計 － 228人 205人 19人 127人 1人 580人 

附属病院 － 6人 5人 26人 69人 0人 106人 

附属研究所 － 16人 15人 2人 11人 0人 44人 

その他 － 31人 40人 3人 17人 0人 91人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 467 人 467人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：Webサイト 

【研究者情報】 

https://researchmap.jp/researchers?affiliation=%E7%86%8A%E

6%9C%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6&section=%E5%AD%A6%E9%83%A8&affil

iation_search_range=affiliations 

 

【教員情報】 

http://kenkyuinfo.jimu.kumamoto-u.ac.jp/IST 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

熊本大学は、日本及び世界において広く活躍できる、倫理観・教養・専門性を備えた人材を育成・輩出す

ることを目指す。そのために、卓越した高等教育の推進に絶えず努力することを決意し、FD憲章を定め、

その憲章に基づき FD活動を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学部 170 人 179人 105％ 700人 785人 112％ 10人 1人 

教育学部 230 人 242人 105％ 920人 1,010人 110％ 0人 0人 

法学部 210 人 214人 102％ 860人 897人 104％ 10人 0人 

理学部 200 人 204人 102％ 800人 832人 104％ 0人 0人 

医学部 254 人 256人 101％ 1,293 人 1,328人 103％ 16人 0人 

薬学部 90 人 94人 104％ 470人 498人 106％ 0人 0人 

工学部 513 人 522人 102％ 2,142 人 2,302人 107％ 45人 51人 

合計 1,667 人 1,711人 103％ 7,185 人 7,652人 106％ 81人 52人 

（備考） 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
163人 

（100％） 

4人 

（2.5％） 

138人 

（84.7％） 

21人 

（12.9％） 

教育学部 
315人 

（100％） 

25人 

（7.9％） 

262人 

（83.2％） 

28人 

（8.9％） 

法学部 
214人 

（100％） 

10人 

（4.7％） 

190人 

（88.8％） 

14人 

（6.5％） 

理学部 
182人 

（100％） 

90人 

（49.5％） 

80人 

（44.0％） 

12人 

6.6％） 

医学部 
245人 

（100％） 

23人 

（9.4％） 

112人 

（45.7％） 

110人 

（44.9％） 

薬学部 
94人 

（100％） 

36人 

（38.3％） 

53人 

（56.4％） 

5人 

（5.3％） 

工学部 
571人 

（100％） 

357人 

（62.5％） 

196人 

（34.3％） 

18人 

（3.2％） 

合計 
1,784人 

（100％） 

545人 

（30.5％） 

1,031人 

（57.8％） 

208人 

（11.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakuseikatsu/careersupport/shuusyoku_data 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

文学部 
178人 

（100％） 

135人 

（75.8％） 

38人 

（21.3％） 

5人 

（2.8％） 

0人 

（0.0％） 

教育学部 
315人 

（100％） 

296人 

（94.0％） 

18人 

（5.7％） 

1人 

（0.3％） 

0人 

（0.0％） 

法学部 
215人 

（100％） 

190人 

（88.4％） 

23人 

（10.7％） 

2人 

（0.9％） 

0人 

（0.0％） 

理学部 
192人 

（100％） 

162人 

（84.4％） 

24人 

（12.5％） 

6人 

（3.1％） 

0人 

（0.0％） 

医学部 

医学科 

115人 

（100％） 

92人 

（80.0％） 

22人 

（19.1％） 

1人 

（0.9％） 

0人 

（0.0％） 

医学部 

保健学科 

152人 

（100％） 

138人 

（90.8％） 

12人 

（7.9％） 

2人 

（1.3％） 

0人 

（0.0％） 

薬学部 

薬学科 

58人 

（100％） 

53人 

（91.4％） 

2人 

（3.4％） 

3人 

（5.2％） 

0人 

（0.0％） 

薬学部 

創薬・生命薬科学科 

36人 

（100％） 

32人 

（88.9％） 

3人 

（8.3％） 

1人 

（2.8％） 

0人 

（0.0％） 

工学部 
528人 

（100％） 

440人 

（83.3％） 

64人 

（12.1％） 

23人 

（4.4％） 

1人 

（0.2％） 

合計 
1789人 

（100％） 

1538人 

（86.0％） 

206人 

（11.5％） 

44人 

（2.5％） 

1人 

（0.1％） 

（備考）編入学生・転部学生及び除籍となった学生は計上しない 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

・ 授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準等を入力でき、Learning  

Management System(LMS)とも連動するシラバスシステムを構築し、授業計画を前年度末 

までに作成、４月から公表している。 

・ 各部局において、「学生が見て分かりやすいか」を念頭に、「授業の目的」、「到達目

標」、「各回の授業内容と事前・事後学修」に主眼をおいたシラバスチェックを行い、

全学の FD 委員会に実施報告書を提出することとしており、前年度のチェック結果を翌

年度のシラバス作成に反映させることで、継続的なシラバスの改善に努め、本学の教育

の質の向上に資している。 

 

〇各学部の授業科目のシラバス一覧 

http://syllabus.kumamoto-u.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 ○厳格で適正な成績評価 

以下の通り定め、学内外からアクセス可能な Web サイトにて公表している。 

・厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken 

特に、成績評価の区分及び公表については以下の通り（一部抜粋） 

◆成績評価の区分 

（1） 成績評価は 5 段階による評価区分とし、合格は秀（100 点～90 点）、優（89 点 

～80 点）、良（79 点～70 点）、可（69 点～60 点）と表示し、不合格は不可 

（59 点～0 点）と表示する。 

（2） 秀・優・良・可の区分については、成績分布の著しい偏在に留意するものとする。 

特に秀・優については合わせて 30％以内を目安とし、厳格で客観的・公正な成績 

評価に努めるものとする。 

（3） 共通科目・同一名称科目（語学・理系基礎科目等）の成績評価の基準・方法につ 

いては、担当教員間で充分に協議をして設定するものとする。 

◆成績評価方法の公表 

（1） 成績評価の基準・方法については、年度当初に授業計画書で公表するものとする。 

（2） 期末試験だけによる評価でなく、小テスト、レポート、ディスカッション、授業 

への参加度等も含めた総合評価に努め、評価要素ごとに評価割合を明示する 

（例：試験 80%、ディスカッション 20％）。 

○GPA の算定 

学内外からアクセス可能な以下の Web サイトにて、GPA の算定について公表してい

る。 

・熊本大学における GPA 制度について 

http://hqac.kumamoto-u.ac.jp/activity/images/GPA.pdf 

 

・全学共通の GPA の算定方法を定め、当該方法に従って算出した GPA を学修成果可

視化システムにより学生、教員が把握できる仕組みを構築している。 

・全学の FD 委員会において、学期毎に成績の分布状況の分析を行い、各学部に分析

結果をフィードバックしている。 

 

○卒業の認定 

以下の通り、全学及び各学部における卒業の認定に関する方針を定め、学内外からア 

クセス可能な Web サイトで公表し、適切に実施している。 

・卒業の認定に関する方針 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/gakusikatei 

熊本大学の教育目標に鑑み、所定の単位を修得し、以下の資質・能力を身に付けた者

に学士の学位を授与します。 

・深い教養と高い専門性を基に我が国や国際社会の発展に貢献（寄与）するための論

理的な思考ができる。 

・多様な文化や価値観を持った人々と知性的なコミュニケーションを取ることがで

きる。 

・社会情勢の変化を理性的に察知し、社会の抱える課題解決に自らの専門力を応用

できる。 
 



  

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文学部 

総合人間学科 １２４単位 有・無 単位 

歴史学科 １２４単位 有・無 単位 

文学科 １２４単位 有・無 単位 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報学科 １２４単位 有・無 単位 

教育学部 

小学校教員養成課程 １２５単位 有・無 単位 

中学校教員養成課程 １２５単位 有・無 単位 

特別支援教育教員養成 

課程 
１２５単位 有・無 単位 

養護教諭養成課程 １２５単位 有・無 単位 

法学部 法学科 １２６単位 有・無 単位 

理学部 理学科 １２４単位 有・無 単位 

医学部 

医学科 ２４０単位 有・無 単位 

保健学科看護学専攻 １２９単位 有・無 単位 

保健学科放射線技術科学

専攻 
１２８単位 有・無 単位 

保健学科検査技術科学 

専攻 
１３４単位 有・無 単位 

薬学部 
薬学科 １９２単位 有・無 単位 

創薬・生命薬科学科 １２５単位 有・無 単位 

工学部 

土木建築学科 

土木工学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２４単位 有・無 単位 

土木建築学科 

地域ﾃﾞｻﾞｲﾝ教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２４単位 有・無 単位 

土木建築学科 

建築学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２５単位 有・無 単位 

機械数理工学科 

機械工学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２６単位 有・無 単位 

機械数理工学科 

機械ｼｽﾃﾑ教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２６単位 有・無 単位 

機械数理工学科 

数理工学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２６単位 有・無 単位 

情報電気工学科 

電気工学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２４単位 有・無 単位 

情報電気工学科 

電子工学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２４単位 有・無 単位 

情報電気工学科 

情報工学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２８単位 有・無 単位 

材料・応用化学科 

応用生命化学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２８単位 有・無 単位 

材料・応用化学科 

応用物質化学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２８単位 有・無 単位 

材料・応用化学科 

物質材料工学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
１２４単位 有・無 単位 

物質生命化学科 １２４単位 有・無 単位 

マテリアル工学科 １２４単位 有・無 単位 

機械システム工学科 １２４単位 有・無 単位 

社会環境工学科 １２４単位 有・無 単位 

建築学科 １２４単位 有・無 単位 



  

情報電気電子工学科 １２４単位 有・無 単位 

数理工学科 １２４単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：Web サイト 

http://hqac.kumamoto-u.ac.jp/activity/images/GPA.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakuseikatsu/ 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/data 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：：Web サイト 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kyoikujyoho 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

全学部・学科共通 535,800円 282,000円 －円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では学部新入生に対して、学部・学科等ごとに、教育課程、学生生活全般に関しての 

ガイダンスを実施している。また、2 年次生以上にも年度当初に学部・学科等ごとに履修に 

関するガイダンスやコース選択のためのガイダンスを実施している。さらに「学長と学生代 

表との懇談会」の実施、学生相談窓口及び学生生活実態調査等を通じて学習支援に関する学 

生のニーズの把握に努めている。 

修学においては、各種の様々なシステムを利用できる環境を整えている。利用するシステ 

ムは以下のとおりである。 

１．熊本大学ポータル（統合認証対応システム）の利用 

・ 学務情報システム SOSEKI（学籍管理、履修管理、成績管理、等） 

・ シラバスシステム（学習目標、授業内容、授業の工程表など） 

・ スケジュール・掲示板システム（休講補講連絡、各種のお知らせ） 

・ 全学 LMS（e-Learning System)Moodle（PC・スマートフォン利用で、講義資料閲覧、 

アンケート、小テスト、レポート提出、連絡、掲示） 

・ 証明書発行システム（在学証明書、成績証明書、卒業見込証明書など） 

・ 授業改善のためのアンケートシステム（授業に対する意見の投稿） 

・ 図書館システム（文献複写、図書貸借依頼など） 

・ 学修成果可視化システム【e ポートフォリオシステム】（学修記録の確認） 

２．全学無線 LAN 環境（PC・スマートフォン等で大学のネットワークに接続可能） 

３．PC 演習室の利用（各地区に設置） 

さらに学習環境の整備として、附属図書館（中央館）では、学生への学習支援サービスを 

実効性のあるものとするため、ラーニングコモンズ（学生が自発的に集い学ぶための空間で 

あり、自立的な学びにより新たな知を創出する場）を前面に押し出し、グループ学習、ライ 

ティングサポート、アクティブ、リフレッシュの各エリアを設置し、学生の自立的な学習の 

場を提供している。 

また、従前から自習スペースの確保を行っており、各学部等に多目的エリア、自習室を設 

置している。 

 



  

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

大学教育統括管理運営機構（以下「機構」という。）「入試・就職戦略室」及び教務委員 

会が中心となり、就職支援、キャリア教育の充実を図るとともに、教育・学生支援担当理 

事・副学長が委員長となる「進路支援委員会」において、機構からの提案を踏まえ、全学に 

おける就職支援、進路相談に係る取り組みを決定し、各部局と連携して実施している。 

【主な取組】 

①  キャリア支援サイト・熊大就活ナビ KUMA★NAVI 

就職活動を総合的に支援していくサイト。就職活動体験記、インターンシップ体 

験記等多彩な情報が UP されている。中でも 800 名を超える卒業生からの、それ

ぞれの職場と仕事がリアルに紹介されているコンテンツ「OB・OG キャリアメッセ

ージ」は、掲載者を招いての講義や交流会を実施し、教材としても活用してい

る。また、就職活動が本格化する３年生からは「熊大就活ナビ KUMA★NAVI」によ

り個別の就職相談・ガイダンス予約、学内就職イベント情報や求人情報を提供し

ている。 

②  OwnWorkNote プロジェクト 

就活を終えた 4 年生達を組織化し、学生主導で 3 年生に自分たちが身につけた就 

活の知識や、ノウハウ等を伝えるミニ講座等を実施している。 

③  就職準備講座 

就活準備につながる基礎講座。自己分析やエントリーシートの個別添削、人事担 

当者による面接指導等を組み合わせた実践的な内容が学生に好評である。また、 

公務員や教員試験対策講座なども、大学生協との共催で実施している。 

④  就活スタートセミナー 

就活解禁日に合わせた熊大生のための就活キックオフイベント。企業の人事担当 

者によるパネルディスカッションと個別の企業説明会で構成され、ここから熊大

生は就活に積極的に取組む気運を高めている。 

⑤  業界研究講座・企業説明会 

日本を代表する大手企業や、九州内の優良企業約 220 社が学内で幅広く産業界を 

理解する講座や企業説明会を実施している。学内にいながら業界、企業研究を効

率よく行うことができる。公務員関係の説明会も実施している。 

⑥  未内定者・既卒メルマガ 

毎年 6 月頃から、未内定の学生や卒業・修了後も就職活動を継続している学生に 

向けて、追加求人情報をメルマガ形式で配信している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

保健センターでは精神科医師、臨床心理士による「こころの健康相談」を実施し、学生相 

談室では、キャンパスソーシャルワーカーによる「何でも相談」を受けている。 

また、学生支援室が学内の関係部局等と連携を図りながら、障がい学生への全学的な支援 

体制を強化し、障がい学生の円滑な修学及び学生生活支援に寄与している。 

その他、全学的取組としては、学生の疲労蓄積度調査を実施し、結果に応じて保健センタ 

ーへの相談を促す取組や、個別の学生の支援方法について毎年、教職員と保健センター・学 

生相談室との相談会（学生支援検討会）を実施している。 

○こころの健康相談 

「対人関係がうまくいかない。」、「何をしてもつまらない。」、「落ち込んだ感じが続 

いている。」、「進路で悩んでいる。」、「研究がうまくいかない。」、「恋愛のことで悩 

んでいる。」、「家族のことで悩んでいる。」、「眠れない。」、「過呼吸。」、「過食お 

う吐。」「性別に違和感がある。」、「学校へ行けない。」等、様々な相談について、精神 

科医師及び臨床心理士が対応している。 

 

 

 



  

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：Web サイト 

○熊本大学 Web サイト 大学情報 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou 

○大学ポートレート 

https://top.univ-info.niad.ac.jp/univ/outline/0384 

 

  



  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請の場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 熊本大学 

設置者名 国立大学法人熊本大学 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
0人 0人 0人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 0人 0人  

第Ⅱ区分 0人 0人  

第Ⅲ区分 0人 0人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  0人 

合計（年間）   0人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 0人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 



  

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
0 人 0人 0人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

0 人 0人 0人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
0 人 0人 0人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
0 人 0人 0人 

計 0 人 0人 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 0人 前半期 人 後半期 人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 0人 

３月以上の停学 0人 

年間計 0人 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 0人 

訓告 0人 

年間計 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

0 人 人 人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0 人 人 人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
0 人 人 人 

計 0 人 人 人 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 


